
（別紙３）

～ 2025年1月31日

（対象者数） 34 （回答者数）
24

～ 2025年1月31日

（対象者数） 6 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

現在の取組を継続。情報発信については、更に良い方法がな

いか検討。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

情報発信している媒体の周知や、発信方法などについて検

討。

2

ノウハウを持つ他店の事例を参考にしながら、開会について

検討。

3

○事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービス　スマイル玉造店

○保護者評価実施期間
2025年1月5日

○保護者評価有効回答数

2025年1月5日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年2月14日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

外部連携、災害対策など、事業所での取り組みを十分に発信で

きていないと言える。

SNSなどでの情報発信は行っているが、発信していることを周

知できていないと思われる。また、療育内容は発信している

が、災害対策などの情報発信は弱い。

保護者会など、交流を目的とした機会が少ないと言える。 保護者会などの開催に関するノウハウがなく、緊急時や制度改

定に伴っての開会に限定されている。

直接支援の部分に関しては、満足度が高いと言える。 支援の内容や取り組みについての共有を日々行っている。ま

た、児童の様子の共有についても職員間で行っているので、送

迎時などお会いする機会があればその都度お伝えすることがで

きている。

放課後等デイサービス事業所における自己評価総括表公表


